





































































































































































































































































































































































































































































ではないかということです。G A H ということば
















ている。G D P が低い段階では，経済成長すれば
幸福度が増すと。しかし，ある段階を超えると，





























う文部科学省の G P を起こし，子どもの世話を
学生と高齢者が共に行ったり，子ども・学生・高
齢者の三者で遊んだりすることや「着物（浴衣）
を着てみよう」というような企画をして，子ども，
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高齢者，学生の三者が楽しめるような世代間交流
を実施している。そういったことから，縦，横，
斜めという風な繋がりの重要性を示した。さらに
大学として取り組むことの意義として，理論循環
の要であること，学生の育ちへの援助，研究者の
新たな発想を醸成する契機になるなどがある。ま
たケアは発達保障である。そのことから今後の発
展として，相互ケア・相互発達保障の方向，時代・
世代・個人の結合によって，人類の継続的な発展
がなされるのではないかと考える。
「児童館と老人福祉センターでの世代間交流」
黒澤 祐介（白梅学園大学 教育・福祉研究セン
ター嘱託研究員・千葉大学大学院博士課程）
京都市の社会福祉協議会が老人福祉センターと
児童館それぞれを運営しており，４つの合築施設
があり，その中で，パートナーズシップを結んで，
世代間交流をやってきている。そして，京都市上
京区の世代間交流としては，北野天満宮地域の高
齢者・児童館の子どもおよびその保護者が一緒に，
七夕の奉納をしに行くことや，卓球・将棋・囲碁
などをしたり，高齢者と共に蚕を育てて「お蚕さ
ん」という糸紡ぎをしたり，多世代交流「わわわ
祭り」という祭りをして，高齢者の方々に店を出
してもらったりすることなどをしている。このよ
うなことは，地域にある様々な組織との連携をと
れるように挨拶回りをしたり，回覧板を回したり
するような地道なことをしていくことで，協力し
てもらえるようになっていった。そういった中で，
京都市上京区の児童館と老人福祉センターでの世
代間交流から，子ども，高齢者施設間でより良い
連携をおこなうために大切なことは，子ども関係，
高齢者関係，互いの従来事業の理解（相互研修等），
企画の実施だけで終わらせないために，話し合い
の時間の確保と共に，その中で異質な考えの受容，
目的・ねらいの確認（評価シート）などが挙げら
れるのではないか。さらに地域と関わる意味とし
ては，地域と関わることへのモチベーションの向
上や施設外で起こっている地域の情報を得る機会
を得ること，施設内事業に対する地域の理解が進
むことなどがあると思われる。
「白十字ホームでの世代間交流」
柿沼由希美（社会福祉法人白十字ホーム相談員）
白十字ホームにおける世代間交流で特に意識し
ていることは，隔たりの無い「人と人との触れ合
い」で，必ずお互いに得るもの（学生は，命の尊
さ，思いやりの心 高齢者は，元気，楽しみ，誇
り，希望）があると思われる。例えば，交流を持
つために，小学校との交流として，2年間にわた
り，小学生の子ども 4～5人のグループを作り，
高齢者 2人程と，交流をしていく。そうした 2年
間の内には，ペアーとなっている高齢者の方が亡
くなるということも起きてくるが，そういうこと
を通じて，心の学びが見られる。交流では，一緒
に散歩をしたり，あやとりをしたり，学習発表会
に参加してもらったり，卒業式に参列してもらっ
たりなどしている。卒業した後も，継続してボラ
ンティアにくる子どもや卒業生もいる。また，高
齢者が中心となって，地域のボランティアや学生
と共に，演劇を「市民文化祭」というところで発
表している。この発表で，高齢者が頑張っている
中で，子どもと高齢者だけではなく，ボランティ
アの人たちも共に，各世代の交流ができているの
ではないかと思われる。今後の課題として，ホー
ムでの活動を通して，日常生活の中で活かせる活
動の提案やその活動を行事としてしまわないこと，
さらに子どもと高齢者を繋げることのできる大人
や教師，職員などのボランティアの育成などがあ
ると思われる。
（草野篤子）
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